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【方法】食道扁平上皮癌細胞株である TE11 と KYSE180 に対する EPA の増殖抑制効果を見るため
に、食道癌細胞株TE11およびKYSE180にEPAを作用させて、24時間培養した。EPA濃度は 0.1µM、
1µM、10µM とした。細胞増殖試薬 WST-1 を用いて検討した。EPA のアポトーシス誘導について
は、食道癌細胞株 TE11 および KYSE180 に EPA を 24 時間作用させて、DNA 断片化を定量的に検
出するイムノアッセイキットを用いて評価した。さらに、アポトーシスに関連するタンパク
（Caspase-3、-7、-9、Poly（ADP-ribose）polymerase（以下 PARP）と cleaved Caspase-3、-7、-9、
cleaved PARP）に関して Western Blotting を用いて解析した。 
【結果】TE11 および KYSE180 を培養し、EPA を 24 時間作用させたところ、濃度依存性に細胞増
殖が抑制された。また、TE11、KYSE180 に EPA を 24 時間作用させると DNA 断片化を濃度依存
性に認めた。EPA の作用により KYSE180 においてアポトーシス関連蛋白（Caspase-3、-7、-9、PARP）
は活性化された。 
【考察】EPA はオメガ 3 系多価不飽和脂肪酸の一つであり、抗腫瘍作用や抗炎症作用をもつ。近
年アポトーシスを誘導するとの報告が散見されるが、我々は食道扁平上皮癌細胞株において EPA
がアポトーシスを誘導することを示した。食道扁平上皮癌細胞株においては他にはあまり報告が
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【結果】TE11 および KYSE180 を培養し、EPA の作用で、濃度依存性に細胞増殖が抑制された。ま
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